
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
四

四

❘
二
二

❘
三
二
七
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
四

四

❘
二
四

❘
七
七
二
〇

　 　
　
　
　
　
　
○
汚
れ
た
手
で
壁
を
さ
わ

っ
た

り

、
会
場
内
で
筆
を
洗
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

。

　
　
　
　
　
　
○
決
め
ら
れ
た
場
所
以
外
に
は

立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

。

二
　
年

⒎
出
品
票
　
　
○
同
封
の
別
紙
見
本

（
原
寸

）
ど
お
り
白
い
用
紙
で
作
成
し
て

、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い

。

 
 
 
 
 
 
優
 
秀

（
賞
状

）
 
 
 
 
 

 
優
　
良

（
賞
状

）
　
　
　
参
加
者
全
員
に
参
加
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す

。

⒏
表
彰
式
　
　
○
日
　
時
　
令
和
九
年
一
月
二

十
三
日

（
土

）
午
後
二
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
○
場
　
所
　
橿
原
神
宮
会
館

（
社
務
所
横

）

⒍
表
 
彰
 
 
特
別
賞

（
賞
状
・
賞
品

）
　
　

　
特
　
選

（
賞
状
・
賞
品

）
　
準
特
選

（
賞
状

）

か
し
は
ら

漢
字

⒔
そ
の
他
　
　

○

小
学
校
低
学
年
は

、
安
全
確
保
の
た
め
保
護
者
同
伴
で
ご
来
場
く
だ
さ
い

。

　
　
　
　
　
　
 
○
高
校
生
の
画
仙
紙
作
品
は

、
半
切
に
縦
書
き
と
し

、
二
・
三
年
漢
字
は
二
行
縦
書
き
と
し
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
○
画
仙
紙
半
切
に
縦
書
き
で
揮

毫
し
ま
す

。
用
紙
は
二
枚
に
限
定
し
会
場
に
用
意
し
て
い
ま
す

。
練
習
は
で
き
ま
せ
ん

。

　
　
　
　
　
　
○
持
参
品
ー

出
品
票

（
必
要
事

項
記
入

）
・
筆
・
文
鎮
・
下
敷
き
・
の
り
・
上
靴
・
下
靴
入
れ

（
ビ
ニ
ー

ル
袋

）

中
学
校 た
　
け

万
　
古
　
清
　
風

一
　
年

み
ど
り

う
ね
び
山

新
年
の
朝

白
　
鳥
　
群
　
舞

お
ら
が
世よ

や
そ
こ
ら
の
草 く

さ

も
餅も

ち

に
な
る

初は
つ

空ぞ
ら

や
一
片

い
っ
ぺ
ん

の
雲 く

も

輝か
が
やき
て

仮
名

　
　
　
　
　
　
○
手
本
は
会
場
へ
は
持

っ
て
入

れ
ま
せ
ん

。

⒈
期
　
日
　
　
 
令
和
九
年
一
月
五
日

（
火

）

第
七
十
四
回
　
橿
原
神
宮
席
上
揮
毫
書
き
初
め
大
会
要
項

二
　
年

四
　
年

五
　
年

三
　
年

一
　
年

⒋
参
加
費
　
 
 
小
・
中
学
生
　
五
〇
〇
円
　

　
　
高
校
・
大
学
生
及
び
一
般
　
六
〇
〇
円

（
用
紙
代
一
〇
〇
円
を
含
み
ま
す

）

⒊
揮
毫
会
場
　
　
ジ

ェ
イ
テ
ク
ト
ア
リ
ー

ナ
奈

良

(

県
立
橿
原
公
苑
第
一
体
育
館

)

　
受
付
後

、
会
場
に
誘
導
し
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
小
・
中
・
高
・
大
学
生
及
び

一
般
の
方

、
す
べ
て
同
じ
受
付
時
間
で
す

。(

時
間
差
は
設
け
て
い
ま
せ
ん

)

　
　
　

(

時
間

)
午
前
八
時
三
十
分

～
十
一
時

ま
で
に
受
付
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い

。

⒉
受
付

(

場
所

)

橿
原
神
宮
南
神
門
内
　
拝
殿

前

　
　
　
　
　
　
 
○
中
学
・
高
校
生
の
仮
名
は

漢
字
・
仮
名
変
換
自
由
で
す

。
（
中
学
生
の
変
体
仮
名
使
用
は
認
め
ま
せ
ん

）

　
　
　
　
　
　
 
○
小
学
生
は
楷
書
体

、
中
学

生
は
楷
書
体
又
は
行
書
体

、
高
校
・
大
学
生
及
び
一
般
の
方
は
書
体
は
自
由
で
す

。

⒌
課
　
題
　
　
 
左
の
表
の
と
お
り

　
　
　
　
　
　
 
当
日
受
付
で

、
参
加
費
を
納

入
し
て
く
だ
さ
い

。(

お
釣
り
の
な
い
よ
う
に
ご
準
備
く
だ
さ
い

)

⒕
問
い
合
わ
せ
　
橿
原
神
宮
書
き
初
め
係

（
受
付
時
間
は
午
前
九
時

～
午
後
四
時
ま
で

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
久
米
町

九
三
四

⒒
小
・
中
学
生
の
方
は

　
　
　
　
　
　
○
揮
毫
用
紙
及
び
墨
液
は
会
場

に
用
意
し
て
い
ま
す

。
用
紙
は

、
画
仙
紙
1
／
８
の
大
き
さ

（
1

8

.

2

㎝

×

6

9

.

7

㎝

）

　
　
　
　
　
　
○
揮
毫
用
紙
へ
の
記
名
は

、
姓

名

、
姓
の
み

、
名
の
み
の
い
ず
れ
か
で
す

。

　
　
　
　
　
　
○
揮
毫
は
机
で
は
な
く
床
上
で

す

。
用
意
し
て
あ
る
用
紙

（
二
枚

）
で
清
書
し

、
良
く
で
き
た
方
を
一
枚
提
出
し
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
○
持
参
品
ー

出
品
票

（
必
要
事

項
記
入

）
・
筆
・
文
鎮
・
下
敷
き
・
の
り
・
上
靴
・
下
靴
入
れ

（
ビ
ニ
ー

ル
袋

）

⒓
高
校
・
大
学
生
及
び
一
般
の
方
は

　
　
　
　
　
　
○
手
本
は
会
場
へ
は
持

っ
て
入

れ
ま
せ
ん

。
（
自
作
の
集
字
資
料
・
草
稿
は
持
ち
込
み
可

）

　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し

、
保
護
者

(

付
添

)

の
方
は

、
揮
毫
場
へ
は
入
れ
ま
せ
ん

。

　
　
　
　
　
　
○
駐
車
場
が
少
な
い
た
め

、
車

で
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

。

⒑
揮
毫
時
間
　

「
揮
毫
場
入
場
ー

揮
毫
ー

退
場

」
を
ふ
く
め
て
三
十
分
と
し
ま
す

。

⒐
展
　
覧
　
　
○
日
　
時
　
令
和
九
年
一
月
十

九
日

（
火

）
～
一
月
二
十
四
日

（
日

）
の
期
間
中

、
毎
日
午
前
九
時

～
午
後
四
時
ま
で
 
 
 
 
 
 

　
　
　
　
　
　
○
場
　
所
　
橿
原
神
宮
拝
殿
内

回
廊

　
　
　
　
　
書
　
き
　
初
　
め
　
大
　
会
　
諸
　
注
　
意

　
　
　
　
　
　
○
出
品
票
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
い
な
い
場
合
は

、
Ｂ
票

(

結
果
通
知
票

)

が
戻
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

　
　
　
　
　
 
○
出
席
者
　
特
別
賞
受
賞
者
三

十
六
名
と
ご
家
族

高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
地
と
塾
名
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い

。(

個
人
の
参
加
・
県
外
在
住
・
県
外
の
学
校
に
通
学
の
方
は

、
結
果
通
知
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
自
宅
住
所
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い

。
）

　
　
　
　
　
　
○
Ｂ
票

(

結
果
通
知
票

)

は

、
学
校
へ
結
果
通
知
す
る
人
は

、
学
校
所
在
地
と
学
校
名
を

、
塾
へ
通
知
す
る
人
は

、
塾
所
在

　
　
　
　
　
　
○
Ａ
票
は

、
所
属
し
て
い
る
小

・
中
・
高
校
及
び
大
学
の
学
校
名

、
所
在
地

、
学
年

、
氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。

漢
字

春
風

は
る
か
ぜ

の
　
花は
な

の
ふ
ぶ
き
に
　
う
づ
も
れ
て

行い

き
も
や
ら
れ
ぬ
　
志
賀

し
が

の
山
道

や
ま
み
ち

君き
み

な
ら
で
誰た
れ

に
と
ふ
て
も
千
代

ち
よ

の
春は
る

年と
し

ご
と
に
 
生お

ひ
そ
ふ
竹た
け

の
 
よ
よ
を
経へ

て

か
は
ら
ぬ
色い
ろ

を
　
誰た
れ

と
か
は
見み

む

雲
　
開
 
萬
 

壑
 
春

　
　
※
開
催
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
は

、
橿
原
神
宮
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

。

六
　
年

春は
る

立た

つ
と
わ
ら
は
も
知し

る
や
か
ざ
り
縄な

わ

神
　
宮
　
玉
　
砂
　
利

三
　
年

　
　
課
　
題
　
は
　
自
　
由

大
地
初
光

大
学
及
び
一
般

春
　
城
 
柳
 
暗
 
誰
 
家
 
笛

野
 
寺
 
雲
 
深
 
何
 
處
 
鐘

一
　
年

二
　
年

江
 
湖
 
水
 
闊
 
冥
 
鴻
 
去

城
　
郭
 
春
 
深
 
老
 
鶴
 
歸

三
　
年

仮
名

主

催

橿

原

神

宮

奈

良

県

書

道

教

育

研

究

会

後

援

奈

良

県

教

育

委

員

会

橿

原

市

橿

原

市

教

育

委

員

会


